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令和８年 ４月 ４日 

 

 

 

   団体所在地 東広島市志和町志和８３９－６ 

団体の名称 東広島市立志和堀保育所 

職 ・ 氏 名 所長 箱崎 由加里 

（施設名 東広島市立志和堀保育所） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・お花見給食 

・タケノコのデッサン、皮むき 

・春の草花探し 

・収穫したイチゴを使ってジャム作り 

・夏野菜の苗植え 

・玉ねぎの収穫 

・カエルやかたつむり探し 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・築山を使ってウォータースライダー 

・水遊び（色水遊び・葉っぱ探し・水やりなど） 

・泥水遊び（ダム作りなど） 

・夏野菜の収穫とクッキング 

・虫探し 

・せみの抜け殻探し 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・秋の自然物探し（ドングリ、マツボックリ、

葉っぱなど）    ・虫探し 

・稲刈り          

・地域の方を招待して、収穫した米を使っての

おむすびパーティー 

・自然物を使っての制作 

・サツマイモ掘り、焼き芋大会 

・畑の土の掘り起こし 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・収穫した野菜を使ってクッキング 

・クモの巣探し 

・雪遊び 

・氷作り、氷遊び 

・焚き火、マッチで火つけ 

・石探し（恐竜の卵に見立てて石探し） 

・春の草花探し 

・つくし採り 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

保育所のプランターでできたいちごを収穫。 

 初めは採れたてのいちごを洗って食べ、いちご本

来のおいしさを味わっていたが、子どもたちと絵

本の中に出てきたジャム作りを見て、ジャムにし

てみようということになる。自分たちでいちごを

洗い、フライパンに材料を入れ、混ぜながら煮詰

めて、ジャムを作った。自分たちが育て収穫した

いちごが、おいしいジャムになったことに子ども

たちはとても感動していた。作ったジャムをパン

やクラッカーにつけて、おやつで食べたが、その

味はもちろん格別であった。 

（エピソード記述） 

 子どもたちの間でせみのぬけがら探しがブーム

になる。 

園庭に落ちているせみの抜け殻を探し、観察する子

どももいれば、卵の入っている透明のケースに入れ

てコレクションする子どももおり、それを嬉しそう

に友だちや保育士に見せていた。また、集めたせみ

の抜け殻の数を競い合ったり、制作に使ったりする

姿も見られた。次第にせみの抜け殻集めを通して数

への理解が深まっていった。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 サツマイモの芋ほりをした後に「まだ土の中にお

芋が残っているかも？」と数人の子どもたちが先生

と一緒に畑の掘り起こしを始める。 

畑の中から大きなサツマイモが出てくると「わ～こ

んなに大きいのが残っていた～」と大喜びの子ども

たち。それからしばらくは、畑の掘り起こしが続き、

畑のあちらこちらに大きな穴ができていた。 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 ある冬の朝、普段は気付かないただのクモの巣

が、冬になり霧が出ていたことで、きれいな水滴が

ついてキラキラと輝いていた。「わ～きれい！！他

にもクモの巣がないかな？」と子どもたちの中で園

庭のクモの巣探しが始まった。「こんなところにク

モの巣がある。」「ここにも見つけた。」と案外、園庭

にたくさんのクモの巣があることに気付く子ども

たちであった。また、クモが貼りついているのを見

た子どもの中にはクモに名前をつけている子もい

た。 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

   ・令和 7年度第 1回ひろしま自然保育資質向上研修参加（6月） 

   ・令和 7年度第 1回ひろしま自然保育資質向上研修参加（9月） 

   ・令和 7年度第 1回ひろしま自然保育安全管理研修参加（11月） 

   ・職員の自然活動や園内環境の見直しへの知識向上のため、自然体験活動アドバイザーを招へい。 

（7月・11月・3月） 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

   ・田植えや稲刈りを地域の方と一緒に行い、やり方を教えていただきながら交流。 

   ・収穫したお米を使っておむすびパーティーを開催し、お世話になっている地域の方を招待。（年 1回） 

   ・焼き芋大会を地域の方に手伝っていただきながら一緒に行い、交流。（年 1回） 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

   ・園庭の安全を点検し、環境整備を一緒に行う（年 1回） 

   ・収穫したお米と子どもたちが作った味噌を使って、親子で焼きおむすびクッキング（年 1回） 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


